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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】参照画像及びボディマークに示される部位の取
り違い防止と操作性の向上とを図ることができる超音波
診断装置、医用画像処理装置、及び医用画像処理プログ
ラムを提供する。
【解決手段】超音波診断装置は、取得部１３と、選択部
１５と、表示制御部１６とを有する。取得部は、被検体
の部位を示す付帯情報が付帯された医用画像を取得する
。選択部は、部位に対応して複数備えられた指示手段の
いずれかを選択する。表示制御部は、医用画像、指示手
段、及び超音波画像を表示部に共に表示する。選択部は
、表示された指示手段と医用画像との一方を変更する変
更指示を受けたとき、変更後の指示手段と医用画像との
一方に対応する他方の医用画像又は指示手段を新たに選
択する。表示制御部は、変更後の指示手段と医用画像と
の一方、新たに選択された他方の医用画像又は指示手段
、及び超音波画像を表示部に共に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波画像を生成する超音波診断装置であって、
　被検体の部位を示す付帯情報が付帯された医用画像を取得する取得部と、
　前記部位に対応して複数備えられた指示手段のいずれかを選択する選択部と、
　前記医用画像、前記指示手段、及び超音波画像を表示部に共に表示する表示制御部と、
　を有し、
　前記選択部は、前記指示手段と前記医用画像との一方を変更する変更指示を受けたとき
、変更後の前記指示手段と前記医用画像との一方に対応する他方の前記医用画像又は前記
指示手段を新たに選択し、
　前記表示制御部は、変更後の前記指示手段と前記医用画像との一方、新たに選択された
他方の前記医用画像又は前記指示手段、及び超音波画像を前記表示部に共に表示する、
　超音波診断装置。
【請求項２】
　前記指示手段は、前記部位に対応するボディマークである、請求項１に記載の超音波診
断装置。
【請求項３】
　前記付帯情報は、前記部位の左右を示し、
　前記選択部は、前記部位の左右に対応する前記ボディマークを選択し、そして、前記変
更指示を受けたとき、変更後の左右に対応する他方の前記医用画像又は前記ボディマーク
を新たに選択する、
　請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　超音波画像を生成する超音波診断装置であって、
　被検体の部位において左右のいずれかを示す付帯情報が付帯された少なくとも一対の医
用画像を取得する取得部と、
　超音波プローブの位置情報を取得する位置情報取得部と、
　前記超音波画像及び前記医用画像を表示部に共に表示する表示制御部と、
　を有し、
　前記表示制御部は、取得された前記位置情報に基づき、前記医用画像を択一的に前記表
示部に表示する、
　超音波診断装置。
【請求項５】
　前記医用画像は、マンモグラフィ画像である、請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記位置情報取得部は、前記位置情報を逐次取得し、
　前記位置情報と前記付帯情報とに基づいて、前記位置情報に対応する前記医用画像及び
ボディマークを逐次選択する選択部を有し、
　前記表示制御部は、前記医用画像、前記ボディマーク、及び前記超音波画像を前記表示
部に共に逐次表示する、
　請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　超音波画像と被検体の部位を示す付帯情報が付帯された医用画像とを取得する取得部と
、
　前記部位に対応して複数備えられた指示手段のいずれかを選択する選択部と、
　前記医用画像、前記指示手段、及び超音波画像を表示部に共に表示する表示制御部と、
　を有し、
　前記選択部は、前記指示手段と前記医用画像との一方を変更する変更指示を受けたとき
、変更後の前記指示手段と前記医用画像との一方に対応する他方の前記医用画像又は前記
指示手段を新たに選択し、
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　前記表示制御部は、変更後の前記指示手段と前記医用画像との一方、新たに選択された
他方の前記医用画像又は前記指示手段、及び超音波画像を前記表示部に共に表示する、
　医用画像処理装置。
【請求項８】
　前記医用画像は、複数の部位を含む画像であり、
　前記付帯情報は、前記医用画像内の範囲ごとの前記部位を示し、
　前記選択部は、前記医用画像の表示範囲と前記付帯情報とに基づいて、前記表示範囲の
部位に対応する前記指示手段を選択し、そして、前記表示範囲を変更する変更指示を受け
たとき、変更後の前記表示範囲に対応する前記指示手段を新たに選択する、
　請求項７に記載の医用画像処理装置。
【請求項９】
　前記医用画像は、複数の部位を含む画像であり、
　前記付帯情報は、前記医用画像の範囲ごとの前記部位を示し、
　前記選択部は、前記医用画像の表示範囲と前記付帯情報とに基づいて、前記表示範囲の
部位に対応する前記指示手段を選択し、そして、前記選択部は、前記変更指示を受けたと
き、変更後の前記指示手段に対応する前記表示範囲を新たに選択する、
　請求項７に記載の医用画像処理装置。
【請求項１０】
　超音波画像と被検体の部位を示す付帯情報が付帯された医用画像とを取得する取得ステ
ップと、
　前記部位に対応して複数備えられた指示手段のいずれかを選択する第１の選択ステップ
と、
　前記医用画像、前記指示手段、及び超音波画像を表示部に共に表示する第１の表示ステ
ップと、
　表示された前記指示手段と前記医用画像との一方を変更する変更指示を受けたとき、変
更後の前記指示手段と前記医用画像との一方に対応する他方の前記医用画像又は前記指示
手段を新たに選択する第２の選択ステップと、
　変更後の前記指示手段と前記医用画像との一方、新たに選択された他方の前記医用画像
又は前記指示手段、及び超音波画像を前記表示部に共に表示する第２の表示ステップと、
　を有する医用画像処理プログラム。
【請求項１１】
　超音波画像を生成する超音波診断装置を制御する医用画像処理プログラムであって、
　被検体の部位において左右のいずれかを示す付帯情報が付帯された少なくとも一対の医
用画像を取得する画像取得ステップと、
　超音波プローブの位置情報を取得する位置情報取得ステップと、
　前記位置情報に基づいて、前記医用画像を択一的に選択する選択ステップと、
　前記超音波画像及び選択された前記医用画像を表示部に共に表示する表示ステップと、
　を有する医用画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置、医用画像処理装置、及び医用画像処理プログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置には、超音波画像と他の医用画像診断装置によって取得された医用画像
とを共に表示する機能が備えられている場合がある。他の医用画像診断装置の例としては
、Ｘ線ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）装置、ＭＲＩ（Ｍａｇｎｅｔｉ
ｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）装置、Ｘ線診断装置、マンモグラフィ装置等
が挙げられる。
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【０００３】
　例えば、乳房の超音波検査では、マンモグラフィ装置によって撮影された医用画像（マ
ンモグラフィ画像）を超音波診断装置において参照画像として表示しながら、乳房の超音
波画像を取得及び表示することが行われる場合がある。医師や技師等の操作者は、マンモ
グラフィ画像を参照しながら、超音波画像を生成する超音波検査を行なうことができる。
【０００４】
　なお、通常のマンモグラフィ画像は、左右の部位の乳房を個別に撮影することによって
生成される。また、マンモグラフィ画像に描出された乳房像を視認するだけでは、乳房の
左右を判別することが難しい。それにより、超音波検査において、表示しているマンモグ
ラフィ画像と超音波画像とで、左右の部位の取り違いが生じる場合があった。
【０００５】
　また、超音波画像を生成する乳房の左右を変更するとき、操作者は、表示するマンモグ
ラフィ画像を切り替える操作入力を行うことによって、変更後の乳房の左右に対応するマ
ンモグラフィ画像を表示させる場合がある。それにより、操作手順の手間が生じていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２６４０７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、参照画像及びボディマークに示される被検体の部位
の取り違い防止と操作性の向上とを図ることができる超音波診断装置、医用画像処理装置
、及び医用画像処理プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態の超音波診断装置は、取得部と、選択部と、表示制御部とを有する。取得部は
、被検体の部位を示す付帯情報が付帯された医用画像を取得する。選択部は、部位に対応
して複数備えられた指示手段のいずれかを選択する。表示制御部は、医用画像、指示手段
、及び超音波画像を表示部に共に表示する。選択部は、指示手段と医用画像との一方を変
更する変更指示を受けたとき、変更後の指示手段と医用画像との一方に対応する他方の医
用画像又は指示手段を新たに選択する。表示制御部は、変更後の指示手段と医用画像との
一方、新たに選択された他方の医用画像又は指示手段、及び超音波画像を表示部に共に表
示する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】医用画像、ボディマーク、及び超音波画像の表示例を示す模式図。
【図３】第１の実施形態の超音波診断装置がボディマークの変更に連動して医用画像を変
更する動作を示すフローチャート。
【図４】第１の実施形態の超音波診断装置が医用画像の変更に連動してボディマークを変
更する動作を示すフローチャート。
【図５】変形例に係る医用画像処理装置の構成を示すブロック図。
【図６】第２の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図７】医用画像、ボディマーク、及び超音波画像の表示例を示す模式図。
【図８】第２の実施形態に係る超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施形態の超音波診断装置、医用画像処理装置、及び医用画像処理プログラムに
ついて図面を参照して説明する。
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【００１１】
〈第１の実施形態〉
　図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１の構成を示すブロック図である。超音
波診断装置１は、送受信回路１１と、画像生成回路１２と、取得回路１３と、記憶回路１
４と、選択回路１５と、表示制御回路１６と、制御回路１７とを有する。超音波診断装置
１は、超音波プローブ２、ディスプレイ３、及び入力回路４と通信可能に接続される。ま
た、超音波診断装置１は、医用画像記憶装置５及び医用画像診断装置６とネットワークＮ
を介して通信可能に接続する。
【００１２】
［基本構成］
　超音波プローブ２は、被検体へ超音波を送信し、被検体からの反射波を受信する。超音
波プローブ２は、被検体からの反射波に基づくエコー信号を送受信回路１１へ出力する。
【００１３】
　送受信回路１１は、制御回路１７からの制御信号に基づいて、超音波プローブ２に電気
信号を供給して所定の焦点にビームフォームした（送信ビームフォームした）超音波を送
信させる。また、送受信回路１１は、超音波プローブ２からのエコー信号を受信する。送
受信回路１１は、エコー信号に対して遅延処理を行うことにより、アナログのエコー信号
が整相加算された受信信号に変換する。送受信回路１１は、受信信号を画像生成回路１２
へ出力する。
【００１４】
　画像生成回路１２は、送受信回路１１からの受信信号に基づいて、超音波画像を生成す
る。例えば、画像生成回路１２は、受信信号に対してバンドパスフィルタ処理を行い、そ
の後、出力信号の包絡線を検波し、検波されたデータに対して対数変換による圧縮処理を
施す。そして、画像生成回路１２は、圧縮処理後の受信信号（超音波ラスタデータ）を表
示用の座標系に変換する（スキャンコンバージョン処理）。それにより、超音波画像が生
成される。画像生成回路１２は、超音波画像を表示制御回路１６へ出力する。
【００１５】
　取得回路１３は、特許請求の範囲における取得部の一例である。取得回路１３は、被検
体の部位を示す付帯情報が付帯された医用画像を取得するプロセッサである。例えば、取
得回路１３は、操作者による操作入力に基づいて、医用画像記憶装置５又は医用画像診断
装置６から当該被検体の医用画像を取得する。取得回路１３は、取得した医用画像を記憶
回路１４へ出力する。
【００１６】
　医用画像記憶装置５は、医用画像を記憶するデータベースを含んで構成される。医用画
像の例としては、Ｘ線ＣＴ画像、ＭＲＩ画像、Ｘ線画像、マンモグラフィ画像等が挙げら
れる。また、医用画像記憶装置５は、過去に生成された超音波画像を記憶してもよい。こ
こでは、医用画像記憶装置５がマンモグラフィ画像を記憶する例について説明する。医用
画像診断装置６の例としては、Ｘ線ＣＴ装置、ＭＲＩ装置、Ｘ線診断装置、マンモグラフ
ィ装置等が挙げられる。ここでは、医用画像診断装置６がマンモグラフィ装置である例に
ついて説明する。通常、医用画像には、被検体の部位を示す付帯情報が付帯されている。
例えば、付帯情報は、部位の左右を示す。マンモグラフィ画像には、乳房の左右（被検者
の左乳房であるのか右乳房であるのか）を示す付帯情報が付帯されている。
【００１７】
　記憶回路１４は、取得回路１３から受けた医用画像を記憶する。この医用画像は、超音
波検査時に参照画像としてディスプレイ３に表示される画像である。記憶回路１４に記憶
された医用画像のうち、最初に表示される医用画像の指定については、操作者による操作
入力等の一般的な処理によって指定されてよい。指定された医用画像は、ディスプレイ３
に参照画像として表示される。
【００１８】
　また、記憶回路１４は、被検体の部位に対応して複数種類備えられた指示手段を予め記
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憶する。指示手段の例としてはボディマークが挙げられる。例えば、記憶回路１４は、複
数種類のボディマークを予め記憶する。ボディマークは、被検体の部位（胸部、腹部、乳
房等）を模式的に示す模式図である。通常、左右の区別を要する部位（乳房等）には、左
右ごとのボディマークが予め記憶される。
【００１９】
　選択回路１５は、特許請求の範囲における選択部の一例である。選択回路１５は、付帯
情報に基づいて、部位に対応するボディマークを選択するプロセッサである。例えば、選
択回路１５は、参照画像として表示される医用画像の付帯情報を読む。選択回路１５は、
この付帯情報が示す部位と記憶回路１４に記憶された複数種類のボディマークが示す部位
とを照合する。それにより、参照画像の部位に対応するボディマークを複数種類のボディ
マークの内から選択する。選択回路１５は、選択したボディマークを表示制御回路１６へ
出力する。
【００２０】
　表示制御回路１６は、特許請求の範囲における表示制御部の一例である。表示制御回路
１６は、医用画像、ボディマーク、及び超音波画像をディスプレイ３に共に表示するプロ
セッサである。ディスプレイ３は、特許請求の範囲における表示部の一例である。ディス
プレイ３は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機ＥＬ（Ｅ
ｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイなどの表示デバイスで構成され
る。
【００２１】
　例えば、表示制御回路１６は、入力回路４を介して操作者からの操作入力を受け、参照
画像として指定された医用画像を記憶回路１４から読み出し、ディスプレイ３に表示する
。また、選択回路１５は、当該医用画像について選択したボディマークを表示制御回路１
６へ出力する。表示制御回路１６は、このボディマークをディスプレイ３に表示する。ま
た、表示制御回路１６は、画像生成回路１２から受けた超音波画像をディスプレイ３に表
示する。
【００２２】
　図２は、医用画像、ボディマーク、及び超音波画像の表示例を示す模式図である。ここ
では、表示画面Ｗ１の左側にマンモグラフィ画像Ｐ１、右側に超音波画像Ｐ２、超音波画
像Ｐ２の右下部にボディマークＢＭが表示される例について説明する。なお、表示画面Ｗ
１における表示レイアウトは、プリセットや操作入力等によって適宜設定されてよい。操
作者は、共に表示されたマンモグラフィ画像Ｐ１、超音波画像Ｐ２、及びボディマークＢ
Ｍを視認しながら超音波検査を行なうことができる。なお、超音波検査中、超音波画像は
所定のフレームレートで逐次生成される。表示制御回路１６は、逐次生成された超音波画
像を画像生成回路から受け、ディスプレイ３に表示する。
【００２３】
　入力回路４は、医師や技師等の操作者による操作を受け、この操作の内容に応じた信号
を制御回路１７へ出力する。入力回路４は、トラックボール、ボタンスイッチ、マウス、
キーボード、ＴＣＳ、ＳＴＣ（Ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ス
ライドボリューム等の操作デバイスによって構成される。
【００２４】
　制御回路１７は、超音波診断装置１の各部の動作を制御するプロセッサである。制御回
路１７は、超音波診断装置１の各部を制御する医用画像処理プログラムを記憶し、実行す
る（詳細は後述）。
【００２５】
［ボディマークの変更指示に連動して医用画像を変更する構成］
　以下、超音波診断装置１がボディマークの変更指示に連動して医用画像を変更する構成
について説明する。
【００２６】
　操作者は、超音波検査中、入力回路４を用いてボディマークを変更する変更指示を入力
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することがある。選択回路１５は、変更指示を受けたとき、この変更指示が示す変更後の
ボディマークに対応する医用画像を新たに選択する。例えば、医用画像がマンモグラフィ
画像であり、付帯情報が部位の左右を示すとき、変更指示は、左乳房のボディマークから
右乳房のボディマークへの変更、又は右乳房のボディマークから左乳房のボディマークへ
の変更を示す指示である。選択回路１５は、変更指示と記憶回路１４に記憶された医用画
像（マンモグラフィ画像）の付帯情報とを照合することによって、変更指示に示される変
更後の部位（右乳房又は左乳房）を示す付帯情報が付帯されたマンモグラフィ画像を記憶
回路１４から新たに選択する。選択回路１５は、新たに選択したマンモグラフィ画像を表
示制御回路１６へ出力する。なお、選択回路１５は、変更後の部位を示す医用画像を医用
画像記憶装置５又は医用画像診断装置から選択してもよい。
【００２７】
　表示制御回路１６は、変更後のボディマーク及び新たに選択されたマンモグラフィ画像
を超音波画像と共にディスプレイ３に表示する。つまり、超音波検査中、ボディマークの
変更に連動して参照画像（例：マンモグラフィ画像）が変更及び表示される。このように
、ボディマークの変更指示に示される変更後の部位に対応する参照画像が自動的に表示さ
れる。従って、参照画像の部位の取り違いを防止するとともに、操作性の向上を図ること
ができる。
【００２８】
　図３は、第１の実施形態の超音波診断装置１がボディマークの変更に連動して医用画像
を変更する動作を示すフローチャートである。例えば、制御回路１７は、以下の医用画像
処理方法を示すプログラムを記憶し、実行する。
【００２９】
　ステップＳ１０１：ステップＳ１０１は、特許請求の範囲における取得ステップの一例
である。取得回路１３は、操作者による操作入力に基づいて、医用画像記憶装置５又は医
用画像診断装置６から当該被検体の医用画像を読み出す。取得回路１３は、取得した医用
画像を記憶回路１４へ出力する。
【００３０】
　ステップＳ１０２：表示制御回路１６は、入力回路４を介して操作者からの操作入力を
受け、参照画像として指定された医用画像を記憶回路１４から読み出し、ディスプレイ３
に表示する。
【００３１】
　ステップＳ１０３：ステップＳ１０３は、特許請求の範囲における第１の選択ステップ
の一例である。選択回路１５は、参照画像として表示される医用画像の付帯情報を読む。
選択回路１５は、この付帯情報が示す部位と記憶回路１４に記憶された複数種類のボディ
マークが示す部位とを照合する。それにより、参照画像の部位に対応するボディマークを
複数種類のボディマークの内から選択する。
【００３２】
　ステップＳ１０４：選択回路１５は、選択したボディマークを表示制御回路１６へ出力
する。表示制御回路１６は、選択されたボディマークをディスプレイ３に表示する。
【００３３】
　ステップＳ１０５：操作者は、超音波プローブ２及び入力回路４を用いて超音波検査を
行なう。このとき、送受信回路１１は、制御回路１７からの制御信号に基づいて、超音波
プローブ２に電気信号を供給して所定の焦点にビームフォームした超音波を送信させる。
超音波プローブ２は、被検体へ超音波を送信し、被検体からの反射波を受信する。送受信
回路１１は、超音波プローブ２からのエコー信号を受信する。画像生成回路１２は、送受
信回路１１からの受信信号に基づいて、超音波画像を生成する。画像生成回路１２は、超
音波画像を表示制御回路１６へ出力する。
【００３４】
　ステップＳ１０６：ステップＳ１０６は、特許請求の範囲における第１の表示ステップ
の一例である。表示制御回路１６は、医用画像、ボディマーク、及び超音波画像をディス
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プレイ３に共に表示する。
【００３５】
　ステップＳ１０７、ステップＳ１０８：ボディマークの変更指示を受けたとき（ステッ
プＳ１０７；Ｙｅｓ）、選択回路１５は、変更後のボディマークに対応する医用画像を新
たに照合する。例えば、医用画像がマンモグラフィ画像であり、付帯情報が部位の左右を
示すとき、選択回路１５は、変更指示と記憶回路１４に記憶された医用画像の付帯情報と
を照合する。なお、ボディマークの変更指示を受けないとき（ステップＳ１０７；Ｎｏ）
、ステップＳ１０５及びステップＳ１０６の処理が繰り返される。
【００３６】
　ステップＳ１０９：ステップＳ１０９は、特許請求の範囲における第２の選択ステップ
の一例である。選択回路１５は、変更後の部位（右乳房又は左乳房）を示す付帯情報が付
帯されたマンモグラフィ画像（医用画像）を記憶回路１４から新たに選択する。選択回路
１５は、新たに選択したマンモグラフィ画像を表示制御回路１６へ出力する。
【００３７】
　ステップＳ１１０：表示制御回路１６は、変更後のボディマーク及び新たに選択された
マンモグラフィ画像を超音波画像と共にディスプレイ３に表示する。
【００３８】
　このように、第１の実施形態の超音波診断装置１によれば、ボディマークの変更指示に
示される変更後の部位に対応する参照画像が自動的に表示される。従って、参照画像の部
位の取り違いを防止するとともに、操作性の向上を図ることができる。
【００３９】
［医用画像の変更指示に連動してボディマークを変更する構成］
　以下、超音波診断装置１が医用画像の変更指示に連動してボディマークを変更する構成
について説明する。
【００４０】
　操作者は、超音波検査中、入力回路４を用いて医用画像を変更する変更指示を入力する
ことがある。選択回路１５は、変更指示を受けたとき、この変更指示が示す変更後の医用
画像に対応するボディマークを新たに選択する。例えば、医用画像がマンモグラフィ画像
であり、付帯情報が部位の左右を示すとき、変更指示は、左乳房のマンモグラフィ画像か
ら右乳房のマンモグラフィ画像への変更、又は右乳房のマンモグラフィ画像から左乳房の
マンモグラフィ画像への変更を示す指示である。選択回路１５は、変更指示に示される医
用画像の付帯情報が示す部位と記憶回路１４に記憶されたボディマークが示す部位とを照
合することによって、変更指示に示される変更後の医用画像の部位（右乳房又は左乳房）
に対応するボディマークを記憶回路１４から新たに選択する。選択回路１５は、新たに選
択したボディマークを表示制御回路１６へ出力する。
【００４１】
　表示制御回路１６は、変更後のマンモグラフィ画像及び新たに選択されたボディマーク
を超音波画像と共にディスプレイ３に表示する。つまり、超音波検査中、参照画像（例：
マンモグラフィ画像）の変更に連動してボディマークが変更及び表示される。このように
、参照画像の変更指示に示される変更後の部位に対応するボディマークが自動的に表示さ
れる。従って、ボディマークの部位の取り違いを防止するとともに、操作性の向上を図る
ことができる。
【００４２】
　図４は、第１の実施形態の超音波診断装置１が医用画像の変更に連動してボディマーク
を変更する動作を示すフローチャートである。例えば、制御回路１７は、以下の医用画像
処理方法を示すプログラムを記憶し、実行する。
【００４３】
　ステップＳ２０１：ステップＳ２０１は、特許請求の範囲における取得ステップの一例
である。取得回路１３は、操作者による操作入力に基づいて、医用画像記憶装置５又は医
用画像診断装置６から当該被検体の医用画像を読み出す。取得回路１３は、取得した医用
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画像を記憶回路１４へ出力する。
【００４４】
　ステップＳ２０２：表示制御回路１６は、入力回路４を介して操作者からの操作入力を
受け、参照画像として指定された医用画像を記憶回路１４から読み出し、ディスプレイ３
に表示する。
【００４５】
　ステップＳ２０３：ステップＳ２０３は、特許請求の範囲における第１の選択ステップ
の一例である。選択回路１５は、選択回路１５は、参照画像として表示される医用画像の
付帯情報を読む。選択回路１５は、この付帯情報が示す部位と記憶回路１４に記憶された
複数種類のボディマークが示す部位とを照合する。それにより、参照画像の部位に対応す
るボディマークを複数種類のボディマークの内から選択する。
【００４６】
　ステップＳ２０４：選択回路１５は、選択したボディマークを表示制御回路１６へ出力
する。表示制御回路１６は、選択されたボディマークをディスプレイ３に表示する。
【００４７】
　ステップＳ２０５：操作者は、超音波プローブ２及び入力回路４を用いて超音波検査を
行なう。このとき、送受信回路１１は、制御回路１７からの制御信号に基づいて、超音波
プローブ２に電気信号を供給して所定の焦点にビームフォームした超音波を送信させる。
超音波プローブ２は、被検体へ超音波を送信し、被検体からの反射波を受信する。送受信
回路１１は、超音波プローブ２からのエコー信号を受信する。画像生成回路１２は、送受
信回路１１からの受信信号に基づいて、超音波画像を生成する。画像生成回路１２は、超
音波画像を表示制御回路１６へ出力する。
【００４８】
　ステップＳ２０６：ステップＳ２０６は、特許請求の範囲における第１の表示ステップ
の一例である。表示制御回路１６は、医用画像（参照画像）、ボディマーク、及び超音波
画像をディスプレイ３に共に表示する。
【００４９】
　ステップＳ２０７、ステップＳ２０８：参照画像の変更指示を受けたとき（ステップＳ
２０７；Ｙｅｓ）、選択回路１５は、変更後の参照画像の部位に対応するボディマークを
新たに選択する。例えば、医用画像がマンモグラフィであり、付帯情報が部位の左右を示
すとき、選択回路１５は、変更後の参照画像の付帯情報が示す部位と記憶回路１４に記憶
されたボディマークが示す部位とを照合する。なお、参照画像の変更指示を受けないとき
（ステップＳ２０７；Ｎｏ）、ステップＳ２０５及びステップＳ２０６の処理が繰り返さ
れる。
【００５０】
　ステップＳ２０９：ステップＳ２０９は、特許請求の範囲における第２の選択ステップ
の一例である。選択回路１５は、変更後の参照画像の部位を示すボディマークを記憶回路
１４から新たに選択する。選択回路１５は、新たに選択したボディマークを表示制御回路
１６へ出力する。
【００５１】
　ステップＳ２１０：表示制御回路１６は、変更後の参照画像及び新たに選択されたボデ
ィマークを超音波画像と共にディスプレイ３に表示する。
【００５２】
　このように、第１の実施形態の超音波診断装置１によれば、参照画像の変更指示に示さ
れる変更後の部位に対応するボディマークが自動的に表示される。従ってボディマークの
部位の取り違いを防止すると共に、操作性の向上を図ることができる。
【００５３】
〈第１の実施形態の変形例〉
　第１の実施形態の変形例について説明する。この変形例は、医用画像処理装置に関する
。図５は、この変形例に係る医用画像処理装置１０の構成を示すブロック図である。以下
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、第１の実施形態と異なる内容について主に説明する。第１の実施形態と同様の内容につ
いては説明を省略する場合がある。
【００５４】
　取得回路１３は、操作者による操作入力に基づいて、医用画像記憶装置５からの超音波
画像と参照画像用の医用画像とを取得する。取得回路１３は、取得した超音波画像と参照
画像用の医用画像とを記憶回路１４へ記憶する。このような取得回路１３を有する医用画
像処理装置１０において、例えば、過去の超音波検査で生成された超音波画像をボディマ
ーク及び参照画像とともに表示し、比較検討する場合がある。またこの場合、超音波画像
を動画表示する場合がある。この動画表示中、表示される超音波画像及びボディマークの
部位（例：左乳房又は右乳房）が変更される場合においても、この変更に連動して対応部
位の参照画像を新たに表示してもよい。
【００５５】
　例えば、動画表示中、制御回路１７は、所定のフレームレートで表示されるフレーム（
超音波画像）のボディマークを参照する。それにより、制御回路１７は、表示されるフレ
ームの部位を特定する。また、制御回路１７は、特定した最新の部位と１フレーム分過去
の部位とを照合し、１フレーム分過去の部位に対して最新の部位が変更したか否かを判断
する。制御回路１７は、１フレーム分過去の部位に対して最新の部位が変更したと判断し
たとき、参照画像の変更指示を選択回路１５へ出力する。
【００５６】
　選択回路１５は、制御回路１７による変更指示に基づいて、変更指示が示す部位と記憶
回路１４に記憶された医用画像の付帯情報が示す部位とを照合することによって、変更指
示に示される変更後の部位（例：右乳房又は左乳房）を示す付帯情報が付帯された参照画
像（例：マンモグラフィ画像）を記憶回路１４から新たに選択する。
【００５７】
　また、医用画像処理装置１０において、複数の部位を含む医用画像を参照画像として表
示する場合がある。複数の部位を含む医用画像の例としては、左乳房と画像と右乳房の画
像とをつなぎ合わせたマンモグラフィ画像（以下、左右合成マンモグラフィ画像と称する
）が挙げられる。通常、左右合成マンモグラフィは、左乳房及び右乳房それぞれ個別に生
成されたマンモグラフィ画像をつなぎ合わせて生成され、生成される前の個別のマンモグ
ラフィに付帯されていた付帯情報は、左右合成マンモグラフィ画像における部分範囲ごと
に関連付けて付帯される。この場合において、左右合成マンモグラフィ画像のうち左乳房
側又は右乳房側を拡大表示するとき、その表示範囲の部位に連動してボディマークを変更
してもよい。
【００５８】
　例えば、左右合成マンモグラフィ画像を参照画像として表示しているとき、操作者は入
力回路４を操作して、左右合成マンモグラフィ画像のうち左乳房側又は右乳房側を拡大表
示する操作入力を行うことができる。このような操作入力が行われたとき、表示制御回路
１６は、この操作入力に基づいて、左右合成マンモグラフィ画像の表示範囲を座標等から
特定し、その表示範囲を拡大表示する。また、表示制御回路１６は、当該表示範囲を選択
回路１５へ出力する。
【００５９】
　選択回路１５は、拡大表示された表示範囲に関連付けられた付帯情報を参照する。それ
により、選択回路１５は、表示範囲の部位を特定する。選択回路１５は、特定した部位を
示すボディマークを選択する。選択回路１５は、選択したボディマークを記憶回路１４か
ら読み出し、表示制御回路１６へ出力する。表示制御回路１６は、このボディマークをデ
ィスプレイ３に表示する。
【００６０】
　また、ボディマークの変更に連動して、左右合成マンモグラフィ画像の部分範囲を拡大
表示してもよい。例えば、操作者は入力回路４を操作して、ボディマーク変更を示す操作
入力を行うことができる。選択回路１５は、操作入力に示されるボディマークが示す部位



(11) JP 2018-79301 A 2018.5.24

10

20

30

40

50

と左右合成マンモグラフィ画像の付帯情報が示す部位とを照合し、当該ボディマークに対
応する表示範囲を選択する。選択回路１５は、当該ボディマーク及び表示範囲を表示制御
回路１６へ出力する。表示制御回路１６は、当該ボディマークを表示し、当該表示範囲を
拡大表示する。
【００６１】
　このような変形例の医用画像処理装置においても、参照画像の部位の取り違いを防ぐと
共に、操作性を向上することができる。
【００６２】
〈第２の実施形態〉
　図６は、第２の実施形態に係る超音波診断装置１００の構成を示すブロック図である。
この実施形態の超音波診断装置１００は、表示する参照画像及びボディマークを超音波プ
ローブ２の位置に連動して変更する。以下、第１の実施形態と異なる内容について主に説
明する。第１の実施形態と同様の内容については説明を省略する場合がある。
【００６３】
　超音波プローブ２は、位置センサ２１を有する。位置センサ２１は、特許請求の範囲に
おける位置情報取得部の一例である。位置センサ２１は、超音波を送受信する際の超音波
プローブ２の位置を逐次検知する。位置センサ２１そのもののハードウェア構成には、一
般的な磁気センサや光学センサが適用されてよい。位置センサ２１は、検知した位置情報
を超音波診断装置１００へ出力する。例えば制御回路１７は、この位置情報に基づいて、
超音波プローブの位置を逐次特定する。
【００６４】
　選択回路１５は、位置センサ２１による位置情報と医用画像の付帯情報とに基づいて、
超音波プローブの位置に対応する医用画像（参照画像）及びボディマークを逐次選択する
。例えば、選択回路１５は、位置情報に基づいて、超音波プローブ２が左乳房に位置して
いるのか、又は右乳房に位置しているのか、超音波プローブ２の位置に対応する部位（乳
房）の左右を逐次求める。このとき、部位の左右の境界線は適宜設定されてよい。境界線
の例としては、左乳房及び右乳房それぞれのニップルを結ぶ線分の垂直二等分線などが挙
げられる。ニップル等の基準位置の設定は適宜なされてよい。この例において、選択回路
１５は、超音波プローブ２の位置が境界線に対して左右のどちら側に位置しているかを判
断することによって、超音波プローブ２の位置に対応する部位の左右を逐次求める。
【００６５】
　選択回路１５は、当該部位と取得された医用画像の付帯情報とを照合することによって
、当該部位に対応する医用画像を選択する。それにより、超音波プローブ２の位置に対応
した医用画像が参照画像として選択される。選択回路１５は、選択した医用画像を表示制
御回路１６へ出力する。
【００６６】
　また、選択回路１５は、当該部位と記憶されたボディマークが示す部位とを照合するこ
とによって、当該部位に対応するボディマークを選択する。それにより、超音波プローブ
２の位置に対応したボディマークが選択される。選択回路１５は、選択したボディマーク
を表示制御回路１６へ出力する。
【００６７】
　表示制御回路１６は、超音波画像とともに、選択回路１５による医用画像（参照画像）
及びボディマークをディスプレイ３に逐次表示する。それにより、超音波プローブ２の位
置に連動して参照画像及びボディマークが表示される。従って、参照画像及びボディマー
クの部位の取り違いを防止すると共に、操作性の向上を図ることができる。
【００６８】
　図７は、医用画像、ボディマーク、及び超音波画像の表示例を示す模式図である。ここ
では、表示画面Ｗ１の左側にマンモグラフィ画像Ｐ１、右側に超音波画像Ｐ２、超音波画
像Ｐ２の右下部にボディマークＢＭが表示される例について説明する。操作者は、超音波
プローブの位置に連動して共に表示されたマンモグラフィ画像Ｐ１、超音波画像Ｐ２、及
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びボディマークＢＭを視認しながら超音波検査を行なうことができる。なお、表示制御回
路１６は、検知された超音波プローブ２の位置に基づいて、超音波プローブ２の位置を示
すプローブマークＰＭをマンモグラフィ画像Ｐ１及びボディマークＢＭに重畳表示しても
よい。
【００６９】
　図８は、第２の実施形態に係る超音波診断装置１００の動作を示すフローチャートであ
る。例えば、制御回路１７は、以下の医用画像処理方法を示すプログラムを記憶し、実行
する。
【００７０】
　ステップＳ３０１：ステップＳ３０１は、特許請求の範囲における画像取得ステップの
一例である。取得回路１３は、操作者による操作入力に基づいて、医用画像記憶装置５又
は医用画像診断装置６から当該被検体の医用画像を読み出す。取得回路１３は、取得した
医用画像を記憶回路１４へ出力する。
【００７１】
　ステップＳ３０２：ステップＳ３０２は、特許請求の範囲における位置情報取得ステッ
プの一例である。位置センサ２１は、超音波プローブ２の位置を逐次検知する。位置セン
サ２１は、検知した位置情報を超音波診断装置１００へ出力する。
【００７２】
　ステップＳ３０３：選択回路１５は、位置情報に基づいて、超音波プローブ２の位置に
対応する部位の左右を求める。
【００７３】
　ステップＳ３０４：選択回路１５は、当該部位と取得された医用画像の付帯情報が示す
部位とを照合することによって、当該部位に対応する医用画像を選択する。それにより、
超音波プローブ２の位置に対応した医用画像が参照画像として選択される。選択回路１５
は、選択した医用画像を表示制御回路１６へ出力する。
【００７４】
　ステップＳ３０５：選択回路１５は、当該部位と記憶されたボディマークが示す部位と
を照合することによって、当該部位に対応するボディマークを選択する。それにより、超
音波プローブ２の位置に対応したボディマークが選択される。選択回路１５は、選択した
ボディマークを表示制御回路１６へ出力する。なお、ステップＳ３０４及びステップＳ３
０５は、特許請求の範囲における選択ステップの一例である。
【００７５】
　ステップＳ３０６：操作者は、超音波プローブ２及び入力回路４を用いて超音波検査を
行なう。このとき、送受信回路１１は、制御回路１７からの制御信号に基づいて、超音波
プローブ２に電気信号を供給して所定の焦点にビームフォームした超音波を送信させる。
超音波プローブ２は、被検体へ超音波を送信し、被検体からの反射波を受信する。送受信
回路１１は、超音波プローブ２からのエコー信号を受信する。画像生成回路１２は、送受
信回路１１からの受信信号に基づいて、超音波画像を生成する。画像生成回路１２は、超
音波画像を表示制御回路１６へ出力する。
【００７６】
　ステップＳ３０７：ステップＳ３０７は、特許請求の範囲における表示ステップの一例
である。表示制御回路１６は、医用画像（参照画像）、ボディマーク、及び超音波画像を
ディスプレイ３に共に表示する。
【００７７】
　ステップＳ３０８：ステップＳ３０８は、特許請求の範囲における位置情報取得ステッ
プの一例である。位置センサ２１は、超音波プローブ２の位置を新たに検知する。位置セ
ンサ２１は、検知した位置情報を超音波診断装置１００へ出力する。
【００７８】
　ステップＳ３０９：選択回路１５は、位置情報に基づいて、超音波プローブ２の位置に
対応する部位の左右を新たに求める。
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【００７９】
　ステップＳ３１０：選択回路１５は、新たに求められた部位と、１フレーム過去に求め
られた部位とを照合することによって、部位が変更したか否かを判断する。部位が変更し
たとき（ステップＳ３１０；Ｙｅｓ）、ステップＳ３０４へ戻る。部位が変更していない
とき（ステップＳ３１０；Ｎｏ）、ステップＳ３０６へ戻る。
【００８０】
　このように、第２の実施形態に係る超音波診断装置１００によれば、超音波プローブの
位置に連動して部位を求め、その部位に対応した参照画像及びボディマークを逐次選択す
る。それにより、参照画像及びボディマークの取り違いを防止すると共に、操作性の向上
を図ることができる。
【００８１】
　なお、本明細書では、一例として、マンモグラフィ画像を参照画像としながら、超音波
画像を生成する超音波検査について説明したが、他の検査の場合に上記実施形態が適用さ
れてもよい。他の検査の例としては、対象部位が甲状腺であり、甲状腺を示すＣＴ画像を
参照画像としながら超音波画像を生成する超音波検査や、対象部位が前立腺であり、前立
腺を示すＭＲ画像を参照画像としながら超音波画像を生成する超音波検査が挙げられる。
【００８２】
　上記説明において用いた「プロセッサ」という文言は、例えば、ＣＰＵ（ｃｅｎｔｒａ
ｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）、ＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　ｕｎｉｔ）、或いは、特定用途向け集積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デ
バイス（例えば、単純プログラマブル論理デバイス（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＳＰＬＤ）、複合プログラマブル論理デバイス（Ｃ
ｏｍｐｌｅｘ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＣＰＬＤ）、及
びフィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇ
ａｔｅ　Ａｒｒａｙ：ＦＰＧＡ））等の回路を意味する。プロセッサは記憶回路に保存さ
れたプログラムを読み出し実行することで機能を実現する。なお、記憶回路にプログラム
を保存する代わりに、プロセッサの回路内にプログラムを直接組み込むよう構成しても構
わない。この場合、プロセッサは回路内に組み込まれたプログラムを読み出し実行するこ
とで機能を実現する。なお、本実施形態の各プロセッサは、プロセッサごとに単一の回路
として構成される場合に限らず、複数の独立した回路を組み合わせて１つのプロセッサと
して構成し、その機能を実現するようにしてもよい。さらに、各実施形態における複数の
構成要素を１つのプロセッサへ統合してその機能を実現するようにしてもよい。
【００８３】
　以上述べた少なくともひとつの実施形態の超音波診断装置、医用画像処理装置、及び医
用画像処理プログラムによれば、参照画像及びボディマークに示される被検体の部位の取
り違い防止と操作性の向上とを図ることができる。
【００８４】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これら実施形態は、例として提示したもの
であり、発明の範囲を限定することを意図していない。これら実施形態は、その他の様々
な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置
き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含
まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものであ
る。
【符号の説明】
【００８５】
　１　　　超音波診断装置
　２　　　超音波プローブ
　３　　　ディスプレイ
　４　　　入力回路
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　５　　　医用画像記憶装置
　６　　　医用画像診断装置
　１０　　医用画像処理装置
　１１　　送受信回路
　１２　　画像生成回路
　１３　　取得回路
　１４　　記憶回路
　１５　　選択回路
　１６　　表示制御回路
　１７　　制御回路
　２１　　位置センサ
　１００　超音波診断装置

【図１】 【図２】
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